
　毎年12月に「共同募金運動」の一環として、地域の社会福祉協議会が中心となって実施しています。この運動は、戦後の混乱期に、市民の
たすけあいの精神により、生活に困窮する人々に対する物資の持ち寄り運動として始まりました。その後、時代や福祉課題の変化に応じなが
ら、地域での安心・安全な暮らしを支えるための貴重な募金として、様々な取り組みに活用されています。
　孤立した高齢者を狙う悪徳商法や、子どもの安全を脅かす様々な事件、多発する地震などの自然災害。現在、地域の中には、公的なサービ
スや制度だけでは解決されない問題が山積しています。大都市東京においても、改めて「地域のつながり」を再生させ、身近な地域で支えあ
う「地域の福祉力」を高めていくことが求められています。歳末たすけあい運動にお寄せいただいた募金は、そのような地域に根差した福祉
活動を進めるために、有効に使わせていただきます。

歳末たすけあい運動とは

つながり　ささえあう　みんなの地域づくり

「アヴォンリーの遠望・冬」秦　美紀子　　Artbility　※この作品は障害者アーティストによる作品です
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http://www.tokyo-akaihane.or.jp
お寄せいただいた募金はこの地域の福祉活動に使われます。

詳細は赤い羽根データベース「はねっと」でご覧いただけます。

歳末たすけあい運動


